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1.はじめに

極めて保存状態のよい含コラーゲン試料については,コラーゲン抽出を行わずに

14C測定を行 うことが出来る可能性が池田ほか (1997)で示された.今回,新たに象

牙試料5点が得 られたので,それ らについで 4C濃度測定を行った結果を紹介する.

2.試料調製と加速器質量分析計による14C測定

方法は有田ほか (1990)および中村ほか (1996)に改良を加えたものである.

試料をカッターナイフで細かく削り出し (IVORY-13については金槌を用いて粉砕

したものを用いた),アセ トンで表面を洗って付着している可能性のある有機化合物

を溶かし落とした.次いで1JZN水酸化ナ トリウム溶液に浸 して超音波洗浄 した.さ

らに1.2N塩酸中で超音波洗浄 したのち,蒸留水でよく洗って凍結乾燥機を用いて乾

燥させた.

乾燥 した試料をあらか じめ1000℃で焼きだした直径6m ,長さ5cmのバイコール管

に約500mgの線状酸化銅 と試料を入れ,950℃で焼きだした石英綿で軽くふたをした

後,銀粉末約10mgを入れた.あらかじめ1000℃で焼きだして線状還元銅を約500mg

入れた直径9mm,長さ34cmのバイコール管にこれを入れ,真空ラインに接続排気し

封管した.これを電気炉内で850℃で約2時間加熱して試料中の炭素を二酸化炭素に

変えた.

真空ライン中で,液体窒素 (-196℃)及び液体窒素で冷却 したエタノール (約-100

℃)及びペンタン (-1.28℃)を寒剤として用いて二酸化炭素を精製 した.さらに,約

1.5mgの鉄粉末を触媒として, この二酸化炭素を水素還元 してグラファイ トを作成 し

た(Kitagawaetal･,1993).出来たグラファイ トを乾燥した後,アル ミニウム製の試料

台に圧入 してターゲットを作成 した.国際的に標準体として用いられている篠酸

(NBS-MR-49)を標準体 とし(Mann,W･B･,1983;Stuiver,M.,1983),名古屋大学年代

測定資料研究センターに設置されている加速器質量分析計により14C測定を行った(中

村ほか,1988).
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表 1 酸-アルカリ-酸処理後の含コラーゲン試料の炭素及び窒素含有率,C仰比,14C量及び 613c

Table1Carboncontent,nitrogencontent,Cmratio,14ccontentand613Cofcollagencontainingsamplesafter
acid-alkali-acidtreatment

sampleNo･ Ccontent/% Ncontent/% C仰ratio 14ccontent/pM 613C/‰

-

3

0
5
-

ⅠVORY-12* 46.56

ⅠVORY-13** 19.51

ⅠVORY-14* 46.57

IVORYl15* 46.19

ⅠVORY-16* 45.88

16.22

7.78

17.00

16.22

16.26

2.87 113.2±1.1

2.50 117.2±1.3

2.74 113.4±1.3

2.84 116.6±1.3

2.82 117.0±1.3

-21.2

-21.3

-20.9

-20.9

-20.9

measuremente汀OrOf♂13C:±0.1‰
*chippedusingaknife **crashedwithahummer



3.結果及び考察

Tablelに各試料の炭素含有率,窒素含有率,C仰比,14C量(pM)及び 613C,炭素含

有率をTablelに示した.池田ほか (1997)では,試料を乳鉢で粉砕 しているが,本

研究では,IVORY-13以外はカッターナイフを用いて薄 く削っている.これらの試料

は1.2N塩酸で処理を行った際にかなりの部分が溶解 し,溶け残った部分の炭素含量

が試料の4割強となった.この割合は純粋なコラーゲンの炭素含量に近い.試料 を薄

く削ることで,酸処理の際に迅速な脱灰が起 こり,コラーゲンが残ったと考えられる.

今後 も,保存状態の良い試料に対して,コラーゲン抽出を行わずに14C測定を行 う

ことの妥当性 をさらに確かめるために,本件で用いた試料よりコラーゲン抽出を行い,

さらに検討を加える予定である.
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ASimplePreparationofCollagenContainingSamples(2)
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Wemeasuredcarboncontent,14ccontent(pM)and♂13cof5collagencontainingsamples(ivory)
whichwerepreparedbyasimplepreparationmethod.Wechippedoffsmallfragmentsfrom4
samples(IVORY-12,14,15,16)withaknife,washedeachfragmentsampleswithacid-alkali-acid
methodandcombustedthemtoproduceCO2,insteadofcollagenextraction.AboutIVORY-13,we

crasheditintoPIECESWithahu- erinsteadofchippmg･
Thechippedsamplesshowedveryhigh carboncontents(nearbythecarboncontentofcollagen),

suggestingthatimmediatedecaluciationhasoccurred･
Inthenextstudy,wewillpreparecQllagenfromthesesamplestodiscusstheadequacyofapplying

thissimplepreparationmethodforcollagencontainingsamplesthatarepreservedundergood
condition.
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